
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

234　 有 機化学、天然物化学、高 分 子 化学、免疫工 学

1003 　　　 細菌運動速度解析 シ ス テ ム に よる抗菌性評価 と

　　　　　　　　 それを用い たカ ユ プテか らの新規抗菌性物質の精製

　　　　　　　（関西大 ・工 ・生物工
＊

， 住友林業 ・筑波研
＊ ＊

）

○大西　葵
＊

， 松村吉信
＊

， 塩崎奈穂
＊

，大志万浩
一 ＊ ＊

， 曽田　良
＊ ＊

， 土戸哲明
＊

【目的】当研究室で は 、 運動速度解析シ ス テム を用い て枯草菌細胞の タン ブ リン グ能欠損株

の 運動量変化を測定するこ とにより、環境汚染度の 評価や抗菌膨吻質の 力価評価に応用で き

るこ とを示 した。 本研究で は 、
こ の 評価法 を応用 しなが ら、高い抗菌活性 を有 した Melaleuca

7eucadeiicimn　L （カ ユ プテ）か らの新規抗菌性物質の 探索とその化合物の 単離精製を試みた 。

互方法・結果】M 　leucadencimn　L の 果実の 50％エ タノ
ー

ル 抽出液か らの抗菌性物質の 精製

を試みた。 当研究室で取得したタ ン ブ リン グ能欠損株 B ．　subtiZis 　168　UV の化合物添加後の

細 泡運動速度低下を画像解析装置 （MD −20R ，ケイオー電子工業 〉によっ て測定 し、抗菌

活性を評価した。 抽出液を C8　TSK − 8（恥 カ ラム （東ソ
ー （株））で分離し回収 した。 各

画分の 抗菌活性を調べ た結果 、 その
一
部に活 性が認め られた 。

この 抗菌性画分を濃縮後、溶

出溶媒の濃度勾配を変えて再度同カ ラム で精製 を試みた結果、主に 2 つ の 抗菌活性を有する

ピー
ク （215 〜 240   と280〜310   に吸収帯 ）に分離した 。 現在 、 カ ユ プテの 主成分

で ある化合物 との 比較に よ り抗菌性物質の 構造解析 を行な っ てい る 。
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【目的聾　 本研 究室で 単菌分離され た 海洋微細藻類 Chtorella　sp ．　NKG 　03  401 株か ら得
られ る抗菌活性物質は光照射下 に お い て の み その 活性が示 され こ とが 明 らか に な っ て い

る 。
こ の 抗菌活性は 、 マ ニ トー

ル 添加 に よ っ て 消失す る こ とよ り、 抗菌 メ カ ニ ズ ム は ヒ

ドロ キ シ ラ ジカ ル に よ る もの と推測 され て い る 。 本研 究で は 、 抗菌活性物質の キ ャ ラ ク

タ リゼ
ー

シ ョ ン とその 単離精製 、 構 造解析 を 目的と した 。

【方法及び結果l　 Chtorelta　sp．　NKG 　030401 株 の 凍結菌 体 よ りク ロ ロ ホル ム ：メ タノ
ー

ル （2：1）を用 い て 抽 出 した粗抽 出液 を用い 、Bacilius　subtitis を試標菌 と して 抗菌活性 を誘

導する光波長領域 を検討 した 。 結果、610nm −640nm付近の 波長 に お い て 高い 抗菌活性 が

得 られ た 。 こ の 粗抽 出液を Sephadex　LH −20 カ ラ ム 、及 び シ リ カ ゲル カ ラ ム を用 い て ク ロ

ロ ホ ル ム ：メ タ ノ ール （2：D溶液 を移動相 と し、 HPLC に よ り分画 した。 得 られ た分画 の

抗 菌活性 をペ ーパ ーデ ィ ス ク法 に よ り評 価 した 。 その 結果 、Sephadex　 LH −20カ ラム に よ

り得 られ た画分の うち 、 630nm に最大吸収波長 を持 つ 緑色の 画分が 最 も強 い 抗菌活性 を

有す る こ とが示 された 。 こ の 画 分 をHPLC に よ りさ らに分画 し、精製 を行 っ た 。 精 製 さ

れ た抗菌物質の 構造決定 を行 うため に 、NMR を用 い た構 造解析 を試み た 。
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